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１１１１月２日㈯～１０１０日㈰

期間期間

象潟公会堂象潟公会堂　ほか、

にかほ市の店舗・飲食店、公共施設など

主催／にかほ市　にかほ市教育委員会

お問い合わせ／象潟郷土資料館 ☎４３-２００５

会場会場

▲「ふたあり」１９８５

池田修三木版画展　まちびと美術館

時間　１０：００～１６：００時間　１０：００～１６：００

修三さんの木版画デザイン切手が１１月２日か

ら販売開始！象潟郵便局、象潟公会堂、象潟

郷土資料館で購入できます。

池田修三木版画デザイン切手販売池田修三木版画デザイン切手販売

池田修三作品のほか象潟小学校５年生の版画など
を展示します。詳しくは象潟郷土資料館ＨＰをご
覧ください。
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